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計画期間
　2011年度から2020年度までの10年間

「めざすべき環境像」及び「6つのまちの姿」と重点分野の関係

６つのまちの姿ごとの総合的な評価結果

達成状況 A

達成状況 B
達成状況 C
達成状況 D

達成状況 E

・・・

・・・
・・・
・・・

・・・

目標を大きく超えて達成するなど、
施策が順調に進捗している。
目標を達成するなど施策が進捗している。
概ね目標は達成している。
施策は進捗しているものの、
目標達成に向けた取組が必要である。
目標を下回るなど、目標達成に向けては
より一層の取組が必要である。

計画がめざす環境像及び6つのまちの姿
　本計画がめざすべき環境像を「環境を守り 自然と調和した 活気あふれる 持続可能な市民都市かわさき」と
し、めざすべき環境像の実現を図るためのより具体的な像として「6つのまちの姿」を示します。「6つのまちの
姿」は、その実現に向けたそれぞれの取組を通して、一体となって「めざすべき環境像」の実現を支えます。

計画策定の趣旨
　環境基本条例に定める環境政策の理念の実現に向けて、環境基本条例の規定に基づき、市の環境行政を総
合的かつ計画的に推進するために、川崎市基本構想を踏まえて策定したものです。

重点分野
　「めざすべき環境像」や「6つのまちの姿」の実現等のため、社会的要請の高い課題、市の環境特性に関係する
課題、すべての主体の取組が不可欠な課題などについて8つの分野を重点分野として設定しています。

　本計画では進捗状況を評価するため個別の指標を設
定し、さらに指標の状況をまちの姿ごとに総合的な評価
を行っています。2014年度の評価結果は目標を達成す
るなど概ね順調に推移しています。
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「めざすべき環境像」及び「6つのまちの姿」 重　点　分　野 重　点　課　題

地域から地球環境の
保全に取り組むまち

環境にやさしい
循環型社会が営まれるまち

多様な緑と水がつながり、
快適な生活空間が広がるまち

安心して健康に暮らせるまち

環境に配慮した産業の
活気があふれ、国際貢献するまち

多様な主体や世代が協働して
環境保全に取り組むまち

地球温暖化・
エネルギー対策の推進

一般廃棄物対策の推進

緑の保全・創出・育成

大気環境対策の推進

化学物質対策の推進

環境に配慮した産業の振興と
国際貢献の推進

環境教育・環境学習の推進

環境パートナーシップの推進

地球温暖化対策の総合的かつ
計画的な取組の推進

3Ｒの推進

①緑地の保全  ②農地の保全  ③公園緑地の整備
④協働による緑の保全・創出・育成の取組

二酸化窒素、光化学オキシダント、微小粒子状物質
（ＰＭ2.5）など、大気環境対策の総合的取組の推進

環境リスクの効果的な削減を
めざした化学物質の排出量の削減

環境関連産業の振興・育成と
環境技術による国際貢献の推進

総合的な環境教育・環境学習の推進

環境パートナーシップの推進による地域の
環境保全活動の促進と地域コミュニティの活性化
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地域からの地球環境の
保全に取り組むまちをめざす

環境にやさしい循環型
社会が営まれている

まちをめざす

多様な主体や世代が
協働して環境保全に

取り組むまちをめざす

多様な緑と水がつながり、
快適な生活空間が広がる

まちをめざす

安心して健康に暮らせる
まちをめざす

環境に配慮した産業の
活気があふれ、

国際貢献するまちをめざす
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